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◇
集
中
的
降
雪
に
よ
る
除
雪
対
策
に
つ
い
て

【
質
問
】
市
街
地
の
無
散
水
道
路
・
歩

道
は
飯
山
市
の
シ
ン
ボ
ル
だ
が
今
年
の

集
中
的
降
雪
で
無
散
水
融
雪
の
機
能
を

発
揮
で
き
ず
、
駅
前
、
中
心
市
街
地
の

交
通
・
通
行
に
大
き
く
支
障
を
き
た
し

た
。
そ
の
原
因
と
今
後
の
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
部
長
】
一
日
半
で
90
㎝
を
越
え
る
ゲ
リ

ラ
降
雪
で
、
熱
量
で
融
雪
す
る
無
散
水

施
設
の
能
力
を
越
え
て
い
た
。
今
後
、

除
雪
機
械
投
入
な
ど
で
対
応
し
て
い
く
。

◇
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
事
業
に
つ
い
て

【
質
問
】
飯
山
市
に
お
け
る
不
登
校
の

実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
現

在
か
か
わ
っ
て
い
る
教
育
相
談
員
、
家

庭
児
童
相
談
員
、
ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
人
た
ち
と
ど
の
よ
う
な
連
携

を
と
っ
て
い
く
の
か
。
ま
た
こ
の
事
業
は

国
の
「
緊
急
雇
用
対
策
」
事
業
で
あ
り
、

６
ヶ
月
間
２
名
の
雇
用
。
未
来
の
主
権

者
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
・
自
立

を
目
指
し
て
い
る
の
が
教
育
。
６
ヵ
月

で
終
わ
ら
せ
ず
飯
山
市
の
継
続
事
業
に

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

【
教
育
長
】
不
登
校
は
小
中
校
で
28
名
。

教
育
委
員
会
・
家
庭
・
学
校
の
関
係
者

北町の無散水融雪施設個所の排雪作業状況

飯山シャンツェ

◇
市
で
改
修
、
高
校
生
以
下
は
無
料
に

【
質
問
】
本
市
は
県
下
初
の
ス
キ
ー
伝

来
の
地
、
ス
キ
ー
の
歴
史
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
。
改
修
が
必
要
と
な
る
シ
ャ
ン

ツ
ェ
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
本
格
的
な
も

の
。
貴
重
な
市
民
の
財
産
で
あ
り
、
市

で
維
持
し
て
い
く
べ
き
で
は
。
ま
た
、
竹

内
選
手
に
続
く
選
手
育
成
の
た
め
に
も
、

高
校
生
以
下
は
無
料
、
市
外
の
者
も
市

民
と
同
じ
利
用
料
で
よ
い
の
で
は
。

【
市
長
】
利
用
状
況
や
財
政
事
情
か
ら

み
て
市
が
維
持
し
て
い
く
の
は
困
難
。

一
億
五
０
０
０
万
円
の
改
修
と
以
後
の
管

理
も
含
め
県
へ
の
移
管
を
要
望
し
て
い
る
。

【
質
問
】
ス
キ
ー
伝
来
１
０
０
年
で
、
市

民
総
参
加
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
ど
う
か
。

【
教
育
委
員
長
】
見
や
す
く
手
に
取
り

や
す
い
「
ス
キ
ー
一
〇
〇
年
誌
」
の
編
集

が
進
行
中
。
企
画
特
別
展
も
企
画
中
。

◇
「
恋
す
る
飯
山
」
に
一つ
の
提
案

【
質
問
】
男
女
の
出
会
い
の
場
創
出
は

究
極
の
少
子
化
対
策
で
あ
り
期
待
し
て

い
る
。
今
年
度
の
実
績
と
成
果
は
。

【
部
長
】
観
光
協
会
に
事
業
委
託
し
、

６
回
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。
参
加

者
１
５
３
名
の
う
ち
、
市
内
は
男
性
25

名
、
女
性
８
名
で
少
な
い
感
じ
。

【
質
問
】
観
光
も
よ
い
が
、
飯
山
線
を

貸
し
切
っ
て
研
修
列
車
を
走
ら
せ
た
ら
。

【
市
長
】
お
金
を
か
け
ず
に
飯
山
ら
し

い
も
の
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

◇
市
民
会
館
建
設
の
資
金
と
手
順
は

【
質
問
】
来
年
度
一
０
０
０
万
円
の
積
立

額
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、
建
設
資

金
は
。
５
年
後
と
し
て
い
る
が
手
順
は
。

【
市
長
】
法
改
正
で
使
え
る
こ
と
に
な
っ

た
過
疎
債
を
上
手
に
利
用
し
た
い
が
、

具
体
的
な
こ
と
は
こ
れ
か
ら
に
な
る
。

時
限
立
法
で
あ
り
６
年
間
で
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
市
民
の
合
意
を
得

な
が
ら
、
議
論
を
早
め
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
介
護
・
福

祉
・
健
康
・
医
療
な
ど
の
面
か
ら
総
合
的

に
支
え
る
た
め
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
窓
口
と
な
り
相
談
や
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
県
に
開
設
さ
れ
た
認
知
症
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
は
電
話
で
安
心
し
て
相
談
で

き
、
大
変
有
効
な
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て
、
チ
ラ
シ

や
ポ
ス
タ
ー
等
で
も
っ
と
市
民
に
周
知
を

図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
部
長
】
多
様
な
施
設
・
多
様
な
媒
体

を
使
っ
て
周
知
に
努
め
る
。

【
質
問
】
モ
デ
ル
地
区
で
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
は
ど
う
か
。
家
族
介
護
者
教
室
の
実

施
回
数
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

【
部
長
】
モ
デ
ル
地
区
に
つ
い
て
は
地
域

の
皆
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
、
家

族
介
護
者
教
室
の
回
数
は
検
討
す
る
。

◇
自
主
防
災
組
織
の
推
進
と
育
成

【
質
問
】
自
主
防
災
組
織
の
推
進
の
為

の
市
単
独
事
業
が
22
年
で
終
了
す
る
。

未
設
置
の
集
落
が
３
割
弱
あ
る
が
設
置

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

【
部
長
】
市
内
１
０
７
集
落
中
78
集
落

が
設
置
済
み
。
未
設
置
の
小
さ
な
集
落

は
、
他
集
落
と
合
同
で
設
立
を
考
え
て

い
く
。
宝
く
じ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
も
情
報
伝
達
に
努
め
て
い
く
。

♢
菜
の
花
バ
ス
等
に
つ
い
て

【
質
問
】
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
は
バ

ス
の
乗
り
降
り
が
大
変
で
あ
る
。
ノ
ン

ス
テ
ッ
プ
バ
ス
等
の
導
入
の
考
え
は
。

【
部
長
】
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
は
車
高
が

低
く
雪
国
に
な
じ
ま
な
い
。

【
質
問
】
国
民
読
書
年
の
取
り
組
み
は
。

【
教
育
長
】
乳
幼
児
か
ら
本
に
親
し
む

取
り
組
み
を
進
め
る
。
家
庭
読
書
、
親

子
読
書
の
啓
発
と
関
連
パ
ン
フ
の
作
成

な
ど
に
取
り
組
む
。

 

市
営
飯
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ

               

　
に
つ
い
て

上松永林議員

◇
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

【
質
問
】
民
主
党
の
「
地
域
主
権
戦
略
」

に
つ
い
て
、
こ
れ
は
自
・
公
政
権
時
代
の

「
地
方
分
権
改
革
」
に
民
主
党
固
有
の
危

険
な
政
策
が
加
わ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
。
今
年
の
夏
ご
ろ
ま
で
に「
大
綱
」

を
策
定
す
る
と
し
て
お
り
、
今
国
会
に

先
行
的
に
、
保
育
所
や
福
祉
施
設
の
基

準
を
緩
和
す
る(

地
域
主
権
一
括
法
案)

の
第
１
次
分
や
地
方
自
治
法
の
１
部
改

正
案
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
来
年
の
通

常
国
会
に
提
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
。

【
答
弁
】
内
容
的
に
は
ま
だ
見
え
て
き
て

い
な
い
が
、
二
つ
の
こ
と
が
閣
議
決
定
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
地
方
と
の
協
議

を
法
案
化
し
た
と
の
事
で
あ
る
が
、
飯

山
市
に
と
っ
て
良
い
も
の
と
な
る
よ
う
対

処
し
て
い
き
た
い
。

◇
新
年
度
予
算
と
施
政
方
針
に
つ
い
て

【
質
問
】
市
長
は
、
今
年
度
の
市
政
運

営
の
基
本
方
針
と
し
て
、｢

三
つ
の
扉｣

を
開
く
こ
と
を
表
明
し
、
そ
の
事
業
実

施
の
裏
付
け
と
な
る
飯
山
市
財
政
に
つ

い
て
、
中
学
校
統
合
な
ど
大
型
事
業
が

終
了
し
た
こ
と
、
問
題
と
さ
れ
て
き
た

実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
、
21
年
度

決
算
で
国
の
基
準
を
下
回
る
こ
と
が
で

き
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
22
年
度
の

財
政
運
営
に
つ
い
て
、
ま
た
実
質
公
債

費
比
率
の
見
通
し
は
。

【
答
弁
】
新
年
度
予
算
の
重
点
配
分
で

は
、
後
期
基
本
計
画
の
四
つ
の
柱
に
基

づ
い
て
行
っ
て
い
る
。
主
な
も
の
で
は
新

幹
線
関
連
事
業
、
市
営
住
宅
の
整
備
、

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を
今
年
は
小

学
校
６
年
生
ま
で
と
す
る
な
ど
で
あ
る
。

実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成
18
年
か
ら

３
年
間
平
均
の
18
・
６
％
か
ら
、
21
年

度
決
算
で
は
18
％
以
内
と
な
る
も
の
と

判
断
し
て
い
る
。

 

集
中
的
降
雪
に
よ
る

　
　
　
　
除
雪
対
策
は

竹井政志議員

で
連
携
し
て
い
く
。ま
ず
６
ヶ
月
間
や
っ

て
み
て
、
継
続
し
て
い
き
た
い
。

◇
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

【
質
問
】「
子
ど
も
手
当
」
の
支
給
は
鳩

山
内
閣
の
「
目
玉
」
政
策
。
中
学
生
以

下
に
月
額
２
万
６
０
０
０
円
（
今
年
度

は
１
万
３
０
０
０
円
）
支
給
と
い
う
。

し
か
し
、
そ
の
財
源
を
消
費
税
、
住
民

税
の
増
税
に
頼
ろ
う
と
し
て
い
る
。
市

長
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
市
長
】
授
業
料
無
料
化
や
子
ど
も
手

当
の
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
消
費

税
な
ど
の
増
税
で
ま
か
な
お
う
と
し
て

い
る
の
は
問
題
だ
。

県に開設された認知症コールセンターの啓発チラシ

 
政
治
姿
勢
と

　
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

小林喜美治議員

 

介
護
支
援
の
充
実
を
図
り

 

地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
を

小林初子議員


